
山形県新型コロナウイルス感染症に係る危機対策本部

第24回本部員会議

日時令和3年3月19日(金)

午後1時~

場所県庁5階 502会議室

開

2 あいさつ

次

3 協議

(1)緊急事態宣言の解除について

(2)宮城県の独自の緊急事態宣言の発出について

(3)新型コロナウイルス感染症の発生状況等について

(4)感染拡大防止のための取組みの依頼について

(5)「GO TO Eatキャンペーン事業」及び「山形県プレミアム付き

クーポン券」の対応について

(6)その他
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会
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山形県新型コロナウイルス感染症に係る危機対策本部第24回本部員会議

配置図(502会議室)
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新型コロナウイルス感染症緊急事態の終了

新型インフルエンザ等対策特別措置法(平成24年法律第31号)第32条

第1項の規定に基づき、令和3年1月7日、新型コロナウイルス感染症緊急

事態宣言をしたところであるが、緊急事態措置を実施すべき期間とされてい

る同年3月21日をもって、緊急事態が終了する旨を公示する。

令和 3年3月18日

新型コロナウイルス感染症

対策本部長



新型コロナウィルス感染症対策の基本的対処方針(抜粋)

(3月18日)

新型コロナウィルス感染症の対処に関する全般的な方針

①これまでの感染拡大期の経験や国内外の様々な研究等の知見を踏ま

え、より効果的な感染防止策等を講じていく。

2 「緊急、、.態宣言解除後の対応」を踏まえ、土会経済活動を'士しっ

つ、再庁の感'ム大山止し、重症・死亡'の発生を可能なり抑

制するため、飲食の感、対、モニタリングゞ・査の拡大や古齢施き

の検査、'健所の制金化など感、ム大山止,の金化、変異対策の

強化、ワクチン:重の,[な推進、医、提供体'1の充{等の取進

めていく。

③緊急事態措置区域から除外された地域においては、対策の緩和にっ

いては段階的に行い、必要な対策はステージⅡ相当以下に下がるまで

続ける。

④感染拡大を予防する「新しい生活様式」の定着や「感染りスクが高

まる「5つの場面」」を回避すること等を促すとともに、事業者及び

関係団体に対して、業種別ガイドライン等の実践と科学的知見等に基

づく進化を促していく。

⑤的確な感染防止策及び経済・雇用対策により、感染拡大の防止と社

会経済活動の維持との両立を持続的に可能としていく。

⑥感染の再拡大が認められる場合には、政府と都道府県が密接に連携

しながら、重点的・集中的なPCR検査や営業時間短縮要請等を実施す

るとともに、まん延防止等重点措置を機動的に活用するなど、速やか

に効果的で強い感染対策等を講じる。

二



、 ■
ノ

/

X

/
ノ゛ 4

3月18 から4月11日

.イ

、
響
゛
ノ

'
.、

.π
.

f
.

▲え
六
『

邑
島

二二



1感染制対策

・県民・仙台市民に向けた実効性のある対策徹底の要請

喰欠食店・利用者への呼びかけ強化

2 早期発見と感染拡大止、策

・緊急拡大検査の実施

・局齢者施設における検査体制等の強化

・保健所体制強化による感染封じ込め

3 営業時間短縮要請にむけた機動的な発動



【1 制対策】

〒ミ ミ J/'

氏 L

小間 :令 3月18日~4月11日

0県全らで不急外や動自粛てだい。

0特に混雑する時間帯や混雑する場所へは、できるだけ行かないようして下さい。

0多人数での旅行は自粛・延期し、家族・友人などとの少人数の旅行も、今は慎重に

判断して下さい。

0催物の開催基準に合致する場合も、集会・イベントの開催は慎重に判断して下さい。

0職場でのクラスターが発生していることを踏まえ、休憩時間も含めた感染防止対策

を徹底して下さい。
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【 2 早

飲食店を起点とした感染力t、感染拡大の一因となっていることから、飲食店が集

まっている繁華街において、集中的に検査を実施する

0実施場所仙台市中心部の繁華街

0実施時期令和3年3月下旬から

市中において幅広くPCR検査を行い、感染状況をモニタリングする

0実施場所及び対象者
・仙台市中心部における通行者等

企業の従業員、大学の学生等
・大型集客施設の来訪者等

0実施時期令和3年4月から
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■感染拡大地域内の高齢者施設において、無症状者
を含めた幅広い検査の実施

■高齢者設職員を対象とした検査の実

■ケア付き宿泊療養施設の運用

【2 見と感染大防対
,毛"ー・'、
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【2

新型コロナウイルス北よる多数の感染者が発生しており、それに伴う積極的疫学調査の対象が拡
大し、また、多数の感染者及び濃厚接触者に対し継続的な健康状態の確認・健康管理とフォロー
アップ等を行う必要が生じている

^

■保健所への保健師の更な
るシフト

匡事務職員の更なる活用

■県への応援派遣調整依頼

■禎極的疫学調責、入院等

調整などに係る保健所体
制の総合的強化

見と

^

【
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■知事が厚生労働省に対して、

専門職の応援派遣の調整につ

いて依頼(3/17 保健師20
名)

■県から仙台市保健所に対して
3/1フりエゾン(保健師) 2名
を派遣。受け入れ体制が整い次

第、県の機関から保健師3名を
派遣予定。

匪 1卿

■厚生労働省からりエゾ
ン3名来県

曹近隣県に対して応援派
遣依頼

巨外部専門職人材ノじン

ク登録名簿の活用

・つ3/18から応援実施
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今後,これ・以上の病床ひっ迫となった場
;食店に対する営業時間短縮の協^

^1

力要請を速やかに行う。



新型コロナウイルス感染症の状況について

1 感染者の発生状況(PCR検査により陽性と判定され医師の確定診断を受けた者)
(1)世界の状況(厚生労働省発表:3月18日 0時点)〔192 国・地域〕

感染者数計 1 20,697,830 人(前日比十 478,941人)
うち死亡者 2,670,488 人(前日比十 9,979人)

<国別内訳(日本十感染者が多い10力国)>

国・地域感染者死亡者国・地域感染者死亡者国・地域感染者
日本 451,186 8,71フロシア 4,360,033 91,395 スペイン 3,200,024

米国 29,547,753 536,914 英国 4,282,203 125,92フトルコ 2,911,642

ブラジノレ 11,603,535 282,127 フランス 4,168,411 91,324 ドイッ 2,603,064
インド 11,438,734 159,044 イタリア 3,258,フ70 103,001 その他※ 721

※「その他」は、国際輸送案件(うち、クルーズ船「ダイヤモンド・プリンセス」の感染者712人、

(2)国内の状況(厚生労働省発表:3月18日 0時時点)〔47都道府県〕
感染者数計 45 1,1 86 人(前日比+1,473 人)
うち死亡者 8,7 1 7 人(前日比 十39 人)

都道府県感染者 都道府県感染者 都道府県感染者 都道府県

北海道 20,086 (+73)東京都 116,293(゛409)滋賀県 2,663 (+6) 香川県

青森県 881 (+4)神奈川県 46,631(+93)京都府 9,211 (+9) 愛媛県
岩手県 571 (+6)新潟県 1,214 (+18)大阪府 48,606(゛147) 高知県
宮城県 4,217(+8の富山県 913 (+D 兵庫県 18,585 (+78) 福岡県
秋田県 272 (+2)石川県 奈良県 3,482(+15) 佐賀県1,887

565 (+4)福井県山形県 549 (+2)和歌山県 1,187 (+5) 長崎県
福島県 2,234 (+23)山梨県 954 (+1)鳥取県 熊本県210

茨城県 6,259 (+40)長野県 2,464 (+25)島根県 大分県285

栃木県 4,335(+30)岐阜県 4,809 (+8)岡山県 宮崎県2,590 (+2)

群馬県 4,742(+27)静岡県 5,438 (+9)広島県 5,0釘(+D 鹿児島県

埼玉県 31,203 (゛13D 愛知県 26,493 (+3の山口県 1,395 (+2) 沖縄県

千葉県 28,202(+9D 三重県 2,618 (+6)徳島県 その他※464

令和 3年3月 19日

(参考)退院又は療養解除となった者の数

国内感染者 クノレーズ船

429,898 (+1,115) 659 (+の

100抑

91欺)
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累菰感染者数(①+②+③)

感染者
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<染状況について>
・全国の新規感染者数は、報告日ベースでは、1月中旬以降(発症日ベースでは、1月上旬以降)減少が継続していたが、3

月上旬以降横ぱいから微増が続き、直近の1週間では10万人あたり約6人となっており、りバウンドを起こさず、改めて減少
傾向としていくことが必要。

実効再生産数:全国的には、 1月上旬以降1を下回っていたが、直近では、1.04となっている(2月28日時点)。 1都3県、知・岐阜では
1 を下回っているが、大阪・兵庫・京都、福岡では1を上回る水準となっている。(2月28日時点)

・【地域の動向】※新規感染者数の数値は、報告日ベースの直近1週間合計の対人口10万人の値
①首都圏(1都3県)東京、神奈川、埼玉、千葉の新規感染者数はそれぞれ、約15人、約8人、約11人、約12人とステージⅢの指標と

なっている巧人を下回っているが、他地域と比べてもい水準で、東京と埼玉では加の動きが見られる。一方で医療提供体制
は、これまでの新規感染者数、療者数の減少に伴い、自治体での入院等の調も改善が続き、病床使用率もステージⅣの指
標を続的に下回るなど負荷の軽減が見られる。

②関西圏・中京圏・九州(6府県)緊急事宣言の解除から2週間が経過。いずれも、これまでの新規感染者数、療者数の減少に
伴い医療提供体制への荷の軽減が見られる。新規感染者数は、大、兵庫を除き各府とも5 を下回る水準となっている。
大、兵庫、京都、福岡では、3月上旬以降横ぱいから微増となっている。緊急事態措の解除と前後して、夜間の人流が増加
しており、知、大阪、京都では若年の感染の水準がくなっている。また、関西では変異株の告が増加している。

③上記以外の地域一部の地域でクラスターが発生するなど再上昇の動きもあり注意が必要。特に、宮城、沖では、新規一染者数
はそれぞれ、約14人、約13人と増加がいている。

変異株】
英国、南アフり力等で確'されその影が念されるN50IYの変異のある変異株(VOC)は、現状より急速に拡大するりス

クが高い。変異株に対して自治体による積極的疫学調査が行われる中で、変異株の感染者とクラスター報告数の増加傾向
が見られる。

<染状況の分析>
・緊急事態措置区域の1都3県では、市民や事業者の長期間にわたる協力により新規感染者の減少が続いていたが、3月

上旬以降、他地域と比べても高い水準で横ぱいから微増。首都では、感染者数が多く、匿名も高いため、感染源やクラ

スターの発生場所の多様化がみられ、不明な例も多い。年齢別に見ると、若年層の割合が高くなっており、人流の再上昇
の動きも見られている。近畿圏含め、都市部では、既にりバウンドが生じ始めているのではないかとの指摘もある。

・宮城、沖縄では、20代、30代を中心とした感染拡大が見られているため、今後の推移に留意が必要。

・クラスターは、医療関と高齢者施設での発生が継続し、地域により飲食店でも引き続き発生している。また、カラオケに関
連するクラスターも発生。

・変異株の感染が続している中で、感染を再拡大させないための取組が必要。今後流行するウイルスは変異株に置き換

_1)つ工いく可能もあり.さらオ'る三克行拡大仁つながるおそれに留意が必要。
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(珍考) 1都3県の医

A

提供休制等の状況(医

ステージ廼の指

B

フ,350 38.796 (▲3.4) 38.4船('2.フ) 27.496

11.7966,259 36.996 (▲6.フ) 36.9胎(▲6.フ) 22.8%

都 13,92125.1%('1.フ) 25.1鮖(▲1.フ) 24.5g命 24.5鮖

12.1%剤Ⅱ 9,198 24.8gら('1.フ) 24.896 (▲1.フ) 12.1胎

X :人口推計第4表者紛註府県,男女別人口及び人口性比一総人口,日本人人口(2019年10月1日現在)
X;確保病床使用牢、確保想定病床使用率、者数は、厚生労働古「斬型コロナウイルス感染症患者の療養状況等及びス院患者受入病床数等に聞する畑責」による.

確保想定病床使用牢は、伺畑杏(こおける「尿終フエーズにおける即応病床(ι十画)数」を用いて計算している.伺卸では、記鼠日の翌日 00:00時点としてとりまとめτいる.

美:皿症者数は、集中治療室(1CU)等での埋、人工呼吸器理又は体外式0肺補助(ECMO)による管理が必竪な患者数.
X :東京都、滋賛県、京都府、得岡県及び沖縄県の皿症者数にっいては、これまで都府県独自の基準に貝1」つて報告された数価を掲蝕してしUこが、

8/21公表分からは、国の基準に卿bて、集中治療室(1CU)等での智埋が必要な患者も含めた数価が級告されτいる.
X:確保病床数が確保想定病床数を超える場合には、確保想定病床数は確保病床数と伺数として計している.

埼玉

千

提供体制・監視休卑」・感染の状況)

医療提イ共体制
C D

1病床のひっ迫貝合

全入院者

0.91

509'025q'0

50%

,症患者

25司、0

('0.フ)

('1.1)

('1.6)

('3.2)

2000

?ぬ呑名数

20.0喨

5096

【監視体制】

40.8%

4239h

48.フ%

432%

50g'0

('0.5)

(▲0.6)

('1.6)

('32)

G

(+3.5)

(+0.5)

('0.1)

(+0.0)

陽性者数/

R検立件数

」近 1 ず】問)

18.フ

~3/.(、リ

ΨdmL T)

1フユ

19.2

10.2

(+0.5)

('1.5)

(+0.1)

('0.6)

1直近 1週1出の陽性名

数

10%

2.496

10%

3.5今6

感染の状況

2.8g命

3.4g6

(+0.1)

('0.6)

('03)

(+0.フ)

5 琶i近 1週Ⅲ1

とその前 1週閻の比

1

陪性者数は、感染症法1こ基づく田性妻数の累積(名都道府県の発致日ペース)を記.自治体1」確認を栂てない雷定価であることに留.

PCR検査件数は、厚生労働告において把握した、地方櫛生研^i.保健所、民間検杏会社、大学等及び医療機聞1こおける検責件数の合計仙.

各数価は、爽料掲載時点においτ把捉している母新の価としてし、る.掲時以陪に数価が更斬きれること1こより、前週裳が前週公表の価との差と一致しなし嶋含が
G)と⑥1こコいて、分母が0 合は、「ー」と記鳳している.

2020年12月18日以鬮こ斬た1こ偉生労働省が公表している冏山県のアソDク割合にっいては、
木昭日から水電日炊の新規恐染者について嬰週に報告されたものであり、他の都道府県と対魚の期閻が異なる点に留.

11.62

11.60

14.46

フ.フフ

(+1.9)

('1.0)

(+1.刀

('0.フ)

6感染経路

不明な者の

割ム

0.92

(+0.10)

('0.01)

(+0.19)

(▲0.1の

※
 
X
 
K
 
X
 
X
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0 袖まi咸'

全国

北海道

埼玉

千葉

東京

神奈川

式岐阜

愛知

京都

大阪

兵庫

福岡

沖縄

の

2/24~3/2

5.40人

4.76人

8.83人

13.50人

1323人

8.23人

2.47人

3.67人

1.47人

5.46人

3.48人

4.06人

ロ(対人口10万人(人))

(6,818人)

(250人)

(649人)

(845人)

(1,842人)

(757人)

(49人)

(277人)

(38人)

(481人)

(190人)

(207人)

(108人)

3/3~3/9

5.85人

8.51人

978人

12.53人

13.16人

8.68人

1.91人

373人

232人

6.27人

371人

4.13人

9.15人

1

(フ,383人)

(447人)

(719人)

(784人)

(1,832人)

(798人)

(38人)

(282人)

(60人)

(552人)

(203人)

(211人)

(133人)

^

3/10~3/16 3/8~3/14

333,137 件 2.4%

13,536件↓ 3.1%↑

34,932件↑ 2.4%↑

20,700件↑ 3.5%↓

70,433件↑ 2.8%↓

21,071件↓ 3.4%

3,38件↓ 0.6%↓

9,683件↓ 3.0%↑

4,842件↓ 1.8%↑

34,057件↑ 1.9%ヲ,

9,769件↑ 3.0%↑

12,276件↓ 2.0%↑

8,481件↓ 2.1%↑

6.35人

フ.90人

11.48人

11.50人

14.53人

フ.68人

0.91人

379人

3.17人

736人

6.42人

476人

13.21人

↑

↓

フ.43人

(8,014人)

(415人)

(8U人)

(720人)

(2,023人)

(706人)

(18人)

(286人)

(82人)

(648人)

(351人)

(243人)

(192人)

0

※↑は前週と比べ増加、↓は減少、→は同水準を意味する。

2/22~2/28

299,132件↓ 2.4%↓

13,035件↓ 2.1%→

23,065件↓ 3.0%↓

16,531件 5.0%↓

60,909件↓ 32%↓

23,431件↑ 3.5%↓

4,260件个 12%↓

8,730件↓ 33%↓

4,540件↓ 1.0%↓

22,487件↓ 23%↓

フ,821件↓ 2.1%↓

13,077件↓ 19%↓

11,744件 0.9%↓

↓

の

↓

ロ(検査数、陽性者割合)

↓

3/1~3/フ

322,618 件

13,954件↑ 27%

30,257件↑ 23%↓

20,615件↑ 4.1%↓

58,226件↓ 3,1%↓

28,446件↑ 2.フ%↓

4,523件↑ 1.1%↓

10,257件↑ 2.9%↓

5,736件↑ 0.8%↓

29,460件↑ 1.9%↓

9,606件↑ 23%

12,296件↓ 1.6%↓

11,604件↓ 1.1%

22%↓

Ξ

↓
↓
↑
↑
↑
↑
↑
↑

↑
↓
↓

↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓

↓
↑
↑
↑
↑
↑
↑

↓
↓
↓
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全国

北海道

埼玉

千葉

東京

神奈川

ぷ岐阜

愛知

京都

大阪

兵庫

福岡

沖縄

τの田田(入院者数(対受入確保病床数)

2/24

8,032人(26.8%)

384人(21.0%)

741人(54.9%)

646人(50.0%)

1,894人(379%)

493人(317%)

156人(22.5%)

364人(30.0%)

124人(29.8%)

685人(347%)

321人(383%)

359人(47.0%)

185人(389%)

3/3

6,683人(22.2%)

299人(16.0%)

616人(42.9%)

643人(509%)

1,566人(313%)

447人(287%)

136人(19.6%)

323人(26.6%)

70人(16.8%)

541人(273%)

240人(28.6%)

257人(33.6%)

179人(36.4%)

、

↓

3/10

5,947人(197%)

343人(18.4%)

604人(42.1%)

554人(43.6%)

1,353人(26.8%)

412人(26.5%)

97人(14.0%)

260人(21.4%)

42人(10.1%)

448人(22.6%)

201人(24.0%)

198人(25.フ%)

157人(31.0%)

↓

0

「入院患者数の動向」は、厚生労働省「新型コロナウイルス感染症患者の療養状況、病床数等に関する調査」による。この調査では、記載日の0時時点で調査・公表している。

↑は前週と比べ増加、↓は減少、→は同水準を意味する。

↓

の

2/24

820人(19.8%)

8人(5.0%)

36人(252%)

21人(22.8%)

327人(327%)

32人(16.8%)

9人(15.3%)

31人(24.6%)

15人(17.4%)

156人(382%)

50人(43.1%)

25人(22.5%)

17人(32.1%)

口 (入院者数(対受入確保病床数)

3/3

乃9人(17.8%)

4人(2.5%)

40人(27.4%)

28人(30.4%)

303人(303%)

27人(142%)

7人(119%)

33人(26.2%)

10人(11.6%)

135人(322%)

44人(37.9%)

17人(153%)

26人(473%)

3/10

636人(15.2%)

5人(3.1%)

41人(28.1%)

22人(239%)

267人(26.1%)

29人(15.3%)

9人(153%)

26人(20.6%)

9人(10.5%)

108人(25.8%)

34人(293%)

16人(14.4%)

23人(36.5%)

↓
↑
↑
↓
↓
↑
↑
↓
↓
↓

↓
↓
↑
↑
↓
↓
↓

↓
↓
↓

↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
↓
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哀
手
田
形

痴北
青
岩
宮
秋
山
檀
範
栃
群
埼
千

6 64 4

2

0 1

22 22

0 0

0 0

34 Ⅱ

37 2

11

21 12

123 90 114

108137107

279 293301

神奈川 113138

新 3 10

2 0

3石 3

0 0

山 0 0

0 4

5 6

9 23

50 368
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26

都 3

81 74 8

3621

5 11

2 1

0 0

00
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0
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37 2925

3 5
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22 5
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0

児 0 0 0

沖縄 28 13 27

0 00そのき

※1 過去分の報告があった凱にっいては、報告日別1こ過去1飽って計上した

3月4日

木

3月5日

金

1,168

3月6日

土

1,145

3月7日

日

1,045

33

4

0

3

342

0

都道府県別新規

0.68

0.55

1.50

0.38

0.70

2.67

0.28

1.06

0.42

1.00

0.74

1.00

3月8日

月

1,061

139

3月9日

失

1

大きく、直近1
1

3月10白

水

1,125

数(報告日別)(空港検、升ーター便、クルーズ船案件を除く)

明11日

木

1,312

銅12日

金

1,316

3月13日

土

3月14日

日

1,316

明15日

月

3月16日

火

直近1週^新規
陶性者数ゼロ^

3月17日

水

1,131

2週聞の合計

1゛522

その他は、

人口10万対の人数は、令和元年10月1日現在の都道府県鼎燧計人口(総務6)により興出してぃる
者数(報告日別)下捌ネ、各都道府県における過去呈多新 18

15,680

県のクルーズ脚こおけ

3月4日か6

3月10日まで

フ,455

875

64

17

612

3月11日から

3月17日まで

8,225

者数

22

227

400

215

197

1597

1431

3948

1459

122

10

17

1.10

(人口10万対)

0.94

4.82

16.00

1.91

6.52

合計

14
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55

250

561

73

165

149

1249
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8.06
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130
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0.66

0.90

1.47
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1.13

0.86

1.03

1.50

0.89

3.00

449,161

20088
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4292
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2234

6265

4336

4742

31 235

28239

116289

46632

1 218
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1891
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961

2465

4699

5445

26570

2618

2671

9232

48632

18680
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1 190
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1 299
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寺.

三

国内事伊B99例(+128)を確認。(括弧内は明10日公表分からの比較)
うち、英国374例(+114)南アフり力8例(+のブラジル17例(+14)皓弧内は3月10日公表分からの比朝
※26都道府県(新たに北海道、徳島県、香川県、愛媛県、沖縄県)で確認。

1:イギリスで報告された変異株

2:南アフり力で報告された変異株
ゲノム解析結果(都道府県別) 2 3●1 3:ブラジルで報告された変異株
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※自治体においてHER・SYSに入力があったものを集計。
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3月17日厚生労働省公表
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感染者の推移

第一波(人)

3月31日~5月4日

県内における新型コロナウイルス感染症の現状

21.研

20

15

10

20

2か月間感染者ゼロ(5/5~フ/3)

2 病床ひっ迫の状況(3月19日現在の入院患者数等)

(1)入院患者数 48人

病院名県立 山形大学県立新庄公立置賜
附属病院病院総合病院

病床数 45 27 34

(8) (6) (0)(うち重症者病床数) ④

30 0 0 0現在の入院患者数

(うち重症者数)

病床占有率 66.フ% 0.0% 0.眺 0.0%

15

0

令和3年3月19日

7月4日以降

7月4日~3 18

10

4月

(12/11)

各程キャンペーン
一時止等決定

(12/20)

戒レベル3

22

0

(1V26)

(3ク)

レべJレ3

各程キャンペーン

条件イ寸き再開決定

(1/24)

回

宿泊療養者数

自宅療養者数

1人

0人

日本海
総合病院

41

(8)

0

1-ーー

<入院者の状況>

重症者数

高齢者数

(60 歳以上)

累計感染者数594人

確保病床
合計

222

(26)

48

0人

6人

(12.5%)

<死亡者累計> 16人

その他

68

(0)

18

L-ーーー

0.0%

,

政府のステージⅢ(20%以上)
を超過
【県の注意・戒レベルの指標】
<レベル3>

・感染経路不明者:1人/週以上

重症入院患者数:1人以上

感染経路不明者:2人/週以上

重症入院患者数:3人以上

医療現場のひっ迫状況を踏まえて判断

26.乳

18

明月2月月2月月9月8月7

)
)

(
(



(人)

140

100

126人

(12/15)

74人(12/14)

病床占有率 3430

80

本県の各種指票の推移 11 26

68人

(12 15)

0

22人

(12/12)

新規感染者数

^療養者数(実数)

入院患者数(山容病院・三川病院、宿泊・在宅療養を除く)

60歳以上の入院患者数

レペル3

11 26

ト..ト゛ト゛ト.
1、J 卜J I、J 卜J
、、、、、、、、、、、、、
t、J O 0'1 ^

^

レベル4

12/11

キャンヘ゜ーン事業

一時停止決定

12/20

←.ト.ト.
、、、、、、、、、、
ト● LU (」「

キャンヘ゜ーン事業

一時停止延長決定

1/8

Ⅱ日口

キャンヘ゜ーン事業

条件付き再開決定

V24

、

3/19

病床占有率 21.6%

49人

48人

UJ 、U Uコ
、、、、、、、、、
0 01 ^

レヘル3

引き下げ

37

18人

6人
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主な指標

①感染経路不明者数(週

②重症入院患者数

レベル3への

引き上げ時

(1V26時点)

③新規感染者数(週)

【主な指標の推移】

④療養者数
6ち新型コロナ専用病床入院者捌

⑤ 60歳以上の入院患者数
(確保病床以外への入院者も含む)

レベル4への

引き上げ時

(12/11時点)

3人

1人

⑥病床占有率(%)

GO TO Eat・県独自

キャンペーン事業の

一時停止決定時

(12/20時点)

6人

3人

〔13 人〕

人

4人

※県の注意・警戒レベル

レベル"

0人

7人

〔 7 人〕

6人

32%

※政府のステ

";スフ、

GO TO Eat・県独自

キャンペーン事業の

一時停止期間の延長

決定時

(1/8時点)

人

66人

72人

〔54 人〕

40人

25.0%

4、人

49人

〔48 人〕

6人

21.6%

6人

0人5人

6.0%

GO TO Eat・県独自

キャンペーン事業の

条件付き一部再開

決定時

(V24時点)

①がIN週以上

①が2人/週以上

⑥が20%以上

:⑥が50%以上

6、人

05人

〔63 人〕

52人

29.2%

0人

3人

レベル3への

引き下げ時

(3/7時点)

32人

58人

〔38 人〕

30人

2人

かつ

かつ

②が1人以上

②が3人以上

人

現状
(3/19 現在)

0人

15人

29人

〔29 人〕

2人

3.1%

0人

フ."%

7人

容

3
4
Ⅲ
V

ジ
ジ

一
一



レベル

山形県における新型コロナ対応の目安

6主意・警戒レペル〕

県内では確認さ

れていないが、

国内で感染者が
確認されている

状態

参考とする指標等

レベル

2

【注意】

県内での感染者

の確認が限定的

な状態

レペル

3

・県民は「新・生活様式」の実践を1山がける
・事業者は、業種別の感染拡大予防ガイドラインに取り
組む

0感染が増加している地域への移動はできるだけ控え
るよう、県民に呼びかけ
なお、必要があって移動する場合は、移動先での「新・
生活様式」を徹底するよう、呼びかけ

【戒】

【1週佑怖たりの新規感染者鋤

1人/週以上

新規感染者が確認されない状況が2週間程度継続

感染の広がりが
懸念される状態

対応検討策

【感染経路不明者数】

1人/週以上

かつ

【重症入院患者数】

1人以上

以下の指標も参酌する。

【1週問あたりの新規感染者櫛

【60歳以上の入院患者数】

【感染経路不明者数】

2人/週以上

かつ

【重症入院患者数】

3人以上

以下の指標も参酌する。

【1週問あたりの新規感染者櫛

【60歳以上の入院患者数】

レベル1に加え、

0 「新・生活様式」の実践及び業種別感染拡大予防ガ
イドラインの徹底を県民と事業者に呼びかけ

0発熱等の症状がある方への早期受診相談の呼びかけ
0業界団体に対し、ガイドライン実践の自主点検を依

頼

感染が拡大傾向

にある状態

レベル2に加え、

0感染発生の状況や特徴に応じた注意喚起や感染防止

感染が拡大し、
医療提供体制の

ひっ迫が懸念さ
れる状態

対策の徹底を協力依頼

例:高齢者や基礎疾患のある重症化りスクの高い方に対

し、より慎重な行動を呼びかけ

感染が発生した施設と同様の業態の業界団体及び事

業者に対し、ガイドライン遵守の徹底を依頼なと

区分

レベル5からレベル4へ

引き下げる

6主意・警戒レベル〕を引き下げる場合の目安

◆各レベルの適用にあたっては、上記内容に加え、県内における感染の具体的状況(地域分布、クラスター発生状況等)や、首都圏や近隣県の感染状況なども踏まえ、全体
的に判断する。

なお、感染状況によっては、地域を特定した対応策を検討する。

◆この目安は、新型コロプに関する今後の状況変化(変異株による感染状況、ワクチンの接種状況など)に応じて随時見直すこととする。
21

医療現場のひっ迫状況を

踏まえて判断

以下の指標も参酌する。

【重症入院患者数】
【1週佑務たりの繰賊染者掬
【60歳以上の入院患者数】

レベル3に加え、

0感染発生の状況や特徴に応じた行動を協力依頼

ガイドライン実践施設の利用を呼びかけ

実践していない施設の利用を控えるよう呼びかけ

例

目安

以下の①かつ②の状況が2週間程度継続

①レベル4の参考指標である

「感染経路不明者数 2人/週以上

「重症入院患者数 3人以上」

のいずれかが該当しない

②病床使用率が20%未満

レベル4からレベル3へ

引き下げる

0県独自の非常事態宣言の発出

0新型インフルエンザ等対策特別措置法第24条第9項
に基づき次の事項を協力要請
・不要不急の外出自粛

・ガイドラインを実践しない施設の利用自粛

・ガイドラインを実践しない施設の営業自粛(休業)

令和3年3月7日

レベル3からレベル2へ

引き下げる

以下の①かつ②の状況が2週間程度継続

①レベル3の参考指標である

「感染経路不明者数 1人/週以上」

「重症入院患者数 1人以上」

のいずれかが該当しない

②病床使用率が10%未満

レベル2からレベル1

引き下げる

レベル3の参考指標である

「感染経路不明者数 1人/週以上」

「重症入院患者数 1人以上」

のいずれにも該当しない状況が2週間程度継続

J'、,



県内の感染状況は、 2月中旬以降落ち着いた状況となっていましたが、 3月

中旬からは新規感染者数が増加し、特にこの2日間は、山形市をはじめ村山地

域で急増しています。

また、宮城県、沖縄県ではクラスターの発生など感染の再上昇の動きがあり、

宮城県では、独自の「緊急事態宣言」を発出しました。福島県や新潟県では感

染力が強いとされる変異ウイルスによる感染事例が確認されています。

このため、一層の感染防止の取組みが必要ですので、以下のことについて御

理解、御協力をお願いします。

県民の皆様及び事業者の皆様へのお願い(案)

基本的な感染防止対策について

県民の皆様には、感染のりスクが常に身の回りにあるという意識を持っ

ていただき、こまめな手洗いや正しいマスクの着用、消毒、適切な換気、

身体的距離の確保、 3つの密を避けるなど、基本的な感染防止対策である

「新しい生活様式」の徹底をお願いします。

事業者の皆様には、従業員の健康管理をはじめ、「業種別の感染拡大予防

ガイドライン」遵守の徹底をお願いします。

令和3年3月1 9日

2 感染が多い地域との往来について

・独自の緊急事態宣言が発出されている宮城県との往来は可能な限り控え

てください。(4月11日まで)

・政府の緊急事態宣言の対象区域(東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県)

との不要不急の往来は控えてください。(3月21日まで)

緊急事態宣言解除後もこれらの地域との往来は、当面の間、慎重にして

ください。

・感染の再上昇の動きがある沖縄県との往来は、十分に注意してください。

※なお、いずれも通勤通学や入学、就職などのための往来は除きます。

・テレワークやオンラインを積極的に活用してください。

・往来が必要な場合でも、訪問先では、基本的な感染防止対策である「新

しい生活様式」を徹底し、会食は控えてください。

22



3年度末・年度始め等における会食について

歓送迎会、飲食を伴う謝恩会や花見及びこれに類するものについては、

次の感染防止の取組みの徹底が図られない場合は、会食を控えてください。

感染防止の取組み】

・普段一緒にし')る人と、少人数・短時間で

・会場は、業種別ガイドラインを遵守している施設で

・会話の際はマスクを着用する

・体調が悪い人は参加しない

・弁当やテイクアウトを活用する

4 高齢者や持病のある方等の感染防止について

高齢者や持病のある方及びその家族、また、介護施設など普段高齢者と

接する機会が多い方は、会食をできる限り控えてください。

卒業旅行について

首都圏や宮城県、沖縄県への旅行は控えてください。

時と場所が分散される「分散型旅行」を図り、なるべく混雑しない平日

の間、いつもの仲問で行動してください。

発熱等の症状がある場合は、旅行を控えてください

なお、以上の取組みについては、今後の感染状況等を踏まえ、内容を見直す

場合があります。

以上
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GOTOEat及び山形県プレミアム付きクーボン券の
今後の対応について(案)

0農林水産省のGOTOEat (食事券・ボイント)の取扱いにっいて

GO TO Eat の食事券・ボイント1こついては、本県の感染状況を踏まえ3月19日(金)

から以下の取組みを呼ぴかけることとする。

①飲食店でのティクァウトやデリバリー(出前)等を積極的に活用いただくこと

②会食をする場合は、「普段一緒にいる人」と「少人数・短時間」で、利用していただ

くこと

@アルコールを伴う食事での利用は、当面の間控えていただくこと

④業種別の「感染拡大予防ガイドライン」を遵守してぃる飲食店を利用していただく

こと

令和 3年3月19日

◇今後の感染状況等によっては、対応を変更する場合がある。

0山形県プレミアム付きクーポン券につぃて

(1)山形県プレミアム付きクーボン券にっいても、上記と同様の取扱いに変更する。

◇今後の感染状況等によっては、対応を変更する場合がある。
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